
竹内栄'鈴木轟爾,飯円孝道,早稲田寡夫 HgのⅩ観 相射こよる温度脚 象

が存在 し, この差異は融点か ら 70℃ の範囲で履歴現象を示す ことがⅩ線 と粘

性の測定よ り明 らかにな った｡
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蔑 金 属 合 一金 の 混 合 熱

東北大金研 竹 内 栄

植 村 治

Ag,Cu の農金属 と Ⅰn･Sn,Sb 等の多価金確 との二元合金は閣佐状態にめい

て･種々の電子化合物 を作る｡埠体状態に於いて も電子化合物の存 在する組成

附近でいろいろな物理的性質,例えは密度電気抵抗帯 磁率等で通 常の自由電子

近 似では説明で きない興味深い異常性が見 出されている｡東に Ⅹ線 回折等の構

造解析の研 究について も,例 えはCu-Sn合金系ではmainpeakが doublepcak
L_i._

として現れ,通 常の合金系とは異 った碍噂を 孝一る 声とが知 られ ているOこれ ら

の挙動に対 して･各方面か らいろいろ な考察がな されでいるが固体状態で存在
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する電子化合物 と何 らかの関係を もつ shortrahgeorder,の化合物が液佐状態

で存在 しているものと考えれば,対応する組成で混合熱′dH が鋭い発熱の山を

とることが期待 される｡

本研究ではこれ らの合金系の異常性をエネルギー的な立場で検討を加えるた

めに,液体状態におけるAg-Sn 系,Ag･-Sb 系 , Cu-ln 系 , Cu-Sn系, Cu

-Ge系甲AHの測定を行 ったがその結果につ早 て報告するoこれ らの合金系は

いず れ も固体状態で各種の電子化合物を有す る｡ 実験方法は等温.示差式の熱

量計を用 い,ニ ェートンの冷 却別に よって,熟変化ATを求めAHを算出した｡

5つの合金 系の うち,Ag-Sn系,Ag-Sb系, Cu-Sn系の結果をFig.1,Fig.2

に示すoなお FiglのAg-Ⅰ藤 の.卿 は It｡gaki-Yazawよ1)の結果を引用 した｡

得 られた結果を総括すると,

(1) 固体状態で電子化合物が存在す る組成で』iの鋭い発熱の山が 見られ る｡

(2) Cu を含む二元合金系の方が, Ag を含む合金系よ りAf壬の発熱成分が大

きい｡

(3) Figlで見る如 く, 1価のAg に対 して同 じ第 5周 期に属する価 ･In , 4

価 Sn,5価 Sbの合金系の AHは多価金属の原子価が大 きくなるにつれ, AHの

発熱成分が減少 し,吸熱成分が増加 し,更に発熱の山に対応す る合金組成は順

序 よく,Ag側 にずれているO従 ってこれ らの合金系の異常性は周期律 表,特

に原子価の効果に強 く影響 されている ものと思われる｡

なお,Ag-Ge系紅対 して もAf‡及び帯磁率Xの測定を試みた｡この合金系は22

-25atC/OGekhmetaStable の電子化合物の存在(2)が見つけ られているだけで単

純 な共晶型であるに も拘らず, 15at妨 e 濃度で AH,xともに同様の異常性

が 見られた｡

今後は更に Cu⊥sb 系,Cu-Bi系等の AHを測定 し;他の性質と比較 しながら,

液体状 態でのAg.及びCu 系の異 常性寸こついて明らかにして行きたいo
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Figl.AH inAg-ln,Ag←Sn,Ag†Sbsystems
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Fig2.AHinCu-Sn system
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液 体 ビ ス マ ス の 音 速

東北大金研 竹 内 栄

宮城教 育大 吉 間 達 雄

宮城教育大 鈴 木 弘 志

超音波を用いての音速の測定法にはいろいろあるが,液棟金属甲音速測定に

用いられるのは次の 5方法で あるo 1)パルス法, 2)パルス比較法, 5)パ

ルス干渉法｡この中で 500℃ 以下の比較的低融点の金属の精密測定には 2)

と5)の方法が 用いられる｡これ等の方法を用いての測定結果に よると, Na,

K ,Bi,In,Snなどは比較的正確に測 られ, 0,5-0,5?//0位の誤差の範観内で測

定 されている｡ 一方Cd,Pb などはData がまち まちで一定せず, 5- 50/O位

の誤差がでているO 低 融点金属には, このよ うに精密に音速が測れるもの と測

れない もの とが存 在す るが,その原 因は分 らないく,叉パルス干渉法による場合

には,ほぼ 400℃ 附近になる とパルス波は液体金 属中に よ く伝播するよ うだ

が干渉が な くな って くるが,溶融塩では 1200℃位 まで測れるものが存在する

が, これ も原 因は分 らない｡ さてBiの音速については,先の液体金属の国際

会議 (1.967)でWebber,Stephehs 等が融点での音速は 1▲649rIレ/see

であるが,温度が上昇す るにつれて 400℃ まで非直線的に下ると発表 した｡
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